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「〈考え、表現し、発信する力〉を培うライティ

ング／キャリア支援」取組紹介 

中澤   務 氏（関西大学 文学部教授） 

髙橋 裕子 氏（津田塾大学 学芸学部教授） 

 

○高橋 皆さん、こんにちは。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 大学間連携共同教育推進事業というこの事業につ

いてですが、今年度の教育ＧＰは連携のみの申請で

ということでした。これはおそらく教育ＧＰ関連で

は初めてのやり方だと思います。連携・共同を推進

することで、より一層大きな効果を上げることが文

部科学省やその他からも期待されています。多様性

の中からこそイノベーションを起こせるということ

は、特に理系の分野で繰り返し言われていることで

あります。こういったＧＰの分野でも、例えば津田

塾大学は女子大学、関西大学は共学―伝統的には男

子学生が多かった―ですが、これまで背景が全く異

なる大学が連携・共同することで新たな価値を生み

出していけるのではないかと考えております。 

 本取組の背景には、現在課題が山積し大変難しい

状況に置かれている日本社会で成長している次世代

の若者たちが、21 世紀を一体どのようにして生き抜

いていけるのか、そしてそれをどのようにして抜本

的にサポートしていくべきかというポイントがあり

ます。この予測困難な時代である 21世紀を次世代の

若者たちが生き抜いていくには、その力の基盤とし

て、コミュニケーション力が不可欠です。そして、

変化が激しいからこそ生涯学び続ける姿勢を大学時

代の４年間でしっかりと涵養することが切に求めら

れているということだと考えています。 

 それで、私たちは、〈考え、表現し、発信する力〉

を本取組の根幹に据えたわけです。コミュニケーシ

ョン力の基盤となるのは「書く力」であるというと

ころに今回も着目しました。「書く力」がコミュニ

ケーション力の中でもとりわけ「考える力」の基礎

になっていると捉え、２つの大学の今までのリソー

スを合わせることで、どのようにして新しい要素を

生み出していけるのかと、長い時間をかけて話し合

い、この取組に至りました。 

「ライティング／キャリア支援」ということです

けれども、例えば初年次教育から卒論に至るまでの

軸になるアカデミック・スキルとしてライティング

を据えて、ライティングとキャリア支援を架橋する、

つまり二つの軸に橋をかけながら総合的な学生支援

というものを視野に入れつつ、その中で「書く力」

を培っていくということを考えたわけです。 

 今なぜライティングセンターなのか、ということ

についてですが、私自身は、先程ご紹介がありまし

たとおり、アメリカ研究が専門です。アメリカ社会

の状況について現状を把握しながら歴史的なアプロ

ーチで女性の高等教育について研究する機会が多い

のですが、米国の大学では、学生支援の一環として、

かなり早くからどのような大学にもライティングセ

ンターが設置され一般化してきているという状況を

認識しておりました。それに対して、日本では、ラ

イティングのサポートが必要ということが、高校ま

での学習が不十分で「補習」が必要といった否定的

な視点で捉えられ、新しい時代に則した支援体制が

整備されないままに置かれているという状況がある

と思います。これを私たちは何とか変化させていき

たいと、本取組で提案しました。 

 関西大学では「卒論ラボ」、津田塾大学では「ラ

イティングセンター」を既に設置していたわけです

が、ライティングセンターあるいは卒論ラボ、今は

ライティングラボと関西大学では呼ばれるようにな

りましたが、これをさらに進化させる形で大学教育

の質的転換を図ってライティングセンターの重要性

を広く全国にアピールして普及させていくことを目

標にしています。これについて細かいことは資料に

ありますので、ここでは読み上げません。 

 そうするためにも、社会の声を吸収すべく、ステ

ークホルダーを持つということが今回のＧＰの大き

な特色の一つです。大学の中だけで孤立しないで、
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社会の声をきちんと聞きながらプロジェクトを進め

るようにというのが今年度の本事業の方針です。 

社会の声を吸収するために、企業ばかりでなく、

今日お話いただくライティングセンターの学会、あ

るいは教育委員会や国立女性教育会館などの公的な

機関にもステークホルダーになっていただき、次世

代の若者たちにどのような力が必要なのか、そして

どのような大学教育が求められているのかといった

ことなどについてご協力を仰ぎながらプロジェクト

を推進してまいります。 

 ここまでが前半部分で、その次は中澤先生からご

報告いただきます。 

 

○中澤 それでは、次に私から、今回の取り組みに

ついて紹介させていただきます。 

 本取り組みは、５つ

の柱からなります。こ

れらを有機的につな

げることで効果的な

支援を目指していき

ます。 

 ５つの柱について

具体的に説明いたし

ます。 

 まず、ライティング

センターの充実とい

うことです。 

 今回の理念であり

ますライティング／キャリア支援、これにマッチし

た新しい支援体制、これを支援内容の拡充あるいは

啓発行事の実施などを通して実現してまいります。

また、両大学のライティングセンターを結び、さま

ざまな連携的な取り組みを実施してまいります。 

 ２番目の取り組みとして、ｅポートフォリオシス

テムを開発いたします。 

 このｅポートフォリオシステムは、これまでには

ない新しいＷＥＢシステムということで、画面にあ

りますように、Ｔ

ＥＣフォリオと

いう仮の名称を

考えております

が、これは考え、

表現し、発信する

という３つの重

要な段階を効果的にサポートしてくれるようなシス

テムということになります。これを開発し、効果的

に活用してまい

ります。 

 ３番目として、

評価指標の確立

を行います。 

 日本では、まだ

この評価指標と

いうものが十分に確立されておりません。評価指標

を確立し、このライティング／キャリア支援に活用

してまいります。 

 ４番目といたし

まして、カリキュ

ラムとの連動を積

極的に行います。 

 このような取り

組みにおきまして

は、大学における

カリキュラムと有機的に連携させるということが非

常に大切になります。大学でのさまざまな授業カリ

キュラムとライティング支援、これを連動させてま

いります。 

 最後、５番目の取

り組みですが、社会

との連携を積極的

に進めるというこ

とです。 

 ご覧のような形

で、ステークホルダ
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ーとも積極的に連携しまして、多様な高大連携、そ

れからさまざまな社会的な連携というものを図って

まいります。 

 実施体制と計画については、ご覧のとおりです。 

 それでは、以上で本取り組みの紹介を、簡単です

が終了させていただきます。 


